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前年比 前年実績比 前年比

大型 178,559 ｍ3 76.9% 190,000 ｍ3 93.2% 引合 630 ｍ3 1.6%

小型 26,680 ｍ3 80.0% 25,000 ｍ3 95.6% 成約 520 ｍ3 1.6%

計 205,239 ｍ3 77.3% 215,000 ｍ3 93.5% 契残 4,926,383 ｍ3 82.9%

（出荷数量） （引合、成約、契残）
４月（実績）５月（想定）４月（実績）

人事異動

【離　職】

日付 部　署 氏　名

４月３０日 業務部 内堀　正

４月３０日 技術部 根来　和輝

2022 年度実績と 2023 年度想定 

  
2022 年度実績 2023 年度想定 

数量 前年比 数量 前年比 

上期 1,457,905 119.5% 1,500,000 102.9% 

下期 1,312,085 94.5% 1,500,000 114.3% 

年度計 2,769,989 106.2% 3,000,000 108.3% 

 

東京協組の 2022 年度の出荷実績

は、次のとおりとなりました。 
通期の出荷数量は、前年比 106.2％

の 277 万㎥で、昨年出荷量 261 万㎥

を上回る結果となりました。上半期
はすべての月で前年出荷数量を上回
りましたが、下半期は前年出荷数量

を割り込む月も多くなり、年初出荷
想定 300 万㎥に対し 23 万㎥ほど未達
となりました。これは、建設作業員

不足により都心部での再開発工事や
新規工事で遅れが生じ始めたことに
よるものと推測されます。しばらく

はこの状況が続くとみられ、出荷数
量が回復するにはしばらくかかると
思われます。 

 

2023 年度の需要想定は、上期 前

年比 102.9％の 150 万㎥、下期 前年
比 114.3％の 150 万㎥、年度計 前年
比 108.3％の 300 万㎥を想定していま

す。しかしながら、4 月度実績は、前
年比 77.3％の 205.2 千㎥と前年出荷
数量を下回るスタートとなりまし

た。昨年度下期から推測される前述
の状況が続いており、予定変更が頻

繁に起こり出荷数量減となりまし
た。 

今年度は品川地区再開発工事や日

本橋・八重洲地区再開発工事向け出
荷が最盛期を迎えます。現場への安
定納入するためには予定の精度向上

は不可欠であり、調整管理部を中心
に登録販売店のご理解、ご協力のも
と精度向上を進めてまいります。 

 
2023 年 4 月 1 日より実施している

値上げについては、不退転の決意で

満額獲得を目指します。2023 年 3 月
末の契約残数量は、511 万㎥と組合員
工場にとって大きな負担となる数量

を抱えて新年度をスタートしまし
た。組合員工場における収益状況は
厳しさを増すばかりです。引き続き

需要家様に適正な価格での購入を強
くお願いしていきます。 

さらに、新しい販売契約方式とし

て、販売価格の設定を「出荷ベー
ス」にて「１年間の期間契約」とす
ることとしております。東京エリア

における生コン産業が持続的な発展
をしていくために必須であることか
ら、需要家様にご理解を得られるよ

う登録販売店と連携し交渉を続けて
まいります。 

 毎年、春を迎え、新入社員と思われる

若人たちを見かけると、ふと、自分の駆

け出し時代を思い出します。私事で恐

縮ですが、まずは入社一年目のエピソ

ードを紹介させていただきたいと思いま

す。 

１．新宿アルタ前で驚いたこと 

1986 年 5 月、山口県宇部市での１ケ

月の新入社員研修を終え、上京しました。

ほどなく、東京在住の友人から「嶋津の

歓迎会を開催する。今週土曜日の夕方、

新宿アルタ前に集合」との連絡が。修学

旅行でしか東京に来たことがなかった私

に一人でアルタ前に来い、というのです。

仕方なく、JR を乗り継いで新宿駅へ向

かいました。最初に驚いたのが駅の出

入口が多数あること。一瞬たじろぎまし

たが、「えい、ままよ」と適当に人波につ

いて歩いていくと、奇跡的にアルタ前に

たどり着けました。アルタ前には当時の

私の想像を絶する人、人、そして人。そ

こで友人に「今日は何のお祭りがあるの

か？」と尋ねたところ、大笑いされました。 

2．配属先での苦い思い出 

最初の配属先は工場での出荷担当、

同期の仲間や職場の先輩方にも恵まれ、

充実した社会人生活をスタートできまし

た。ある程度仕事に慣れてきた頃、工場

勤務での通勤着は自由であると勝手に

判断し､真夏日にアロハシャツ＋短パン 

＋サンダルで出社したところ､当時の上 

 

 

司から大目玉を喰らいました。その上

司、鬼軍曹と呼ばれていたほど厳しいお

方。その時のことを思い出すと今でも背

筋が凍り付きます。ホントに怖かった。 

3．独身寮でのエピソード 

新入社員歓迎会で飲み過ぎて、早々

に寮の自分の部屋に戻り、寝ていたとこ

ろ､真夜中に先輩方が 「嶋津起きろ～」

と奇声を発しながら、突入してきました。

なんと、自転車に乗ったままです。驚い

て飛び起きると、先輩方は何食わぬ顔

で隣の部屋に。どうやら新入社員の全

部屋を自転車で表敬訪問していたよう

です。いやはや、昔もルールはあったは

ずですが…。自由で楽しい時代でした。 

さて、気が付けば社会人生活も 37 年

目、様々な試練（大したことはありません

が）を乗り越え、何とかここまでやってき

たというのが正直な気持ちです。最近は、

父のカラオケ十八番の石原裕次郎の名

曲を口ずさみながら、こんな感慨をいだ

くようになってきました。 

「たった 1 つの星をたよりにはるばる遠く

へきたものだ。夢だろうと現実（うつつ）

だろうと わが会社人生に悔いはなし！」 

（関東宇部コンクリート工業㈱ 

代表取締役社長） 
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東京生協ニュ－ス：

わが社の安全対策

当協組は下記のとおり機構改定を実施しまし
たので、お知らせ致します。 
１．機構改定の内容 

(1)現行の監査部の業務機能を調整管理部に
集約し、監査部は廃部とする。 

 (2)調整管理部の組織については、機能別に以
下の３グループ編成とする。 

２．機構改定の実施目的 
 (1)工場出荷監査業務の効率化 
 (2)契約方式変更に伴う出荷実績管理業務増大への対応 

３．機構改定の実施時期  
 2023 年 4 月 1 日付け 
 

機構改定後の組織図は上記のとおりで、当協
組のホームページにも掲示しております。 

 
 

グループ名称 業務機能 
①調整グループ 組合員工場間の出荷調整業務機能 
②管理グループ 組合員工場出荷実績管理業務機能 
③監査グループ 組合員工場出荷監査業務機能 

 
 

本年 2 月 1 日付けで、神奈川菱光コンクリート株式

会社からの事業譲渡により、カナリョウ株式会社が神

奈川協組と東京協組に同時加入されました。 

 同社の概要を以下のとおりご紹介致します。 

  

１．所在地   神奈川県川崎市川崎区塩浜 

2－11－2 

２．会社設立日 2019 年 8 月 1 日 

３．代表者   仙石 浩太郎 氏 

  

  尚、同社は両協組への加入により、従前の神奈川菱

光社の各々の協組における持ち分シェアを承継した

上で、本年 5 月 1 日を以って両協組の組合員である 

川崎宇部生コンクリート株式会社への生産受委託方

式による工場集約を実施することとなり、4 月に開催

された両協組の理事会において正式決定しておりま

す。 

 今後は各々の協組の組合員の立場を維持したまま、

川崎宇部社の工場からの自社持ち分シェアに対応す

る出荷を継続されることになります。 

 

(参考) 

川崎宇部生コンクリート株式会社の概要 

１．所在地    神奈川県川崎市川崎区港町 7－11 

２．取締役社⾧  山下 信二 氏 

本原稿の執筆依頼がありましたの
で、取り立てて自慢できるような安
全対策はございませんが寄稿致しま
す。 

仮に、百人が作業し、百人とも労働
災害を発生させてしまう作業があっ
たとします。この場合の原因は、設備
や作業方法の明らかな欠陥であり、
対策することは容易です。 

然しながら、生コン工場では１０
名前後の人達が毎日勤務し、様々な
作業の数は一日当たり延べ数十以上
あります。これを日々積み重ねてい
けば、延べ作業数は数百、数千、数万
に上り、このうち「一つでも労働災害
を発生させない」ことを念頭に置い
て、安全活動を展開しなければなり
ません。 

安全管理をいわゆる経営管理の一
環として捉えるならば、コーポレー
ト・アイデンティティ（C･I）は大変
有効です。C･I は、「独自性を高め、
競合他社との差別化を図る」といっ
た社外向けの目的以外に、「理念や方
針を共有し、明確な方向性への理解
を深める」や「自社、自工場の存在を
明確にし、より良いコミュニケーシ
ョンを持続的に図る」といった企業
価値向上のためのマインドを社内全
員で醸成することが求められていま
す。  

安全管理も同様であり、トップダ
ウン、ボトムアップといった手法の
みならず、常日頃から職場全員によ

る「共感」、「共育」、「共創」の風土を
構築し、「万一の災害」を防止する姿
勢が極めて重要です。本年 4 月に施
行された労働安全衛生法令の一部改
正においても、厚生労働省は、事業者
による自律性を基軸とする管理への
転換を促すなど、事業環境の特性に
対して柔軟に適応した体制確立は時
代の趨勢になっています。 
 弊社では、昨年から、全社対象の
「安全６原則」、「安全衛生委員会」、
「安全衛生表彰」や「各工場安全ヒア
リング」などを導入し、安全衛生に関
する様々な施策や課題を推進してい
ます。これらで大切なことは制度を
形骸化させることなく、そして形式
的に進めることなく、「真に安全に資
する」取組みが継続的に実行出来て
いるか否か、第三者の意見も取り入
れながら常に活性化させていくこと
が必要であると考えています。 

弊社グループは、昨年秋以降、
SDGs の取組を本格化させ、神奈川県
や横浜市、藤沢市の認証登録を取得
し、相模原市も近日取得見込みです。
17 あるゴールのうち、「8 働きがい
も経済成⾧も」では安全・安心な労働
環境を提供することが謳われていま
す。SDGs の理念である「誰一人取り
残さない」ことと合わせ、弊社グルー
プで働く全員の自主性・協調性を最
大限に活かして、安全確保への取組
みを加速させる所存です。 


